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ユーザーマニュアル

AC-UNSAF(2D) Ver.2007.12
Academic Version

入力マニュアル
入力における基本ルールの確認
( 整数と実数は区別するので、実数値は小数点を付け、整数は小数点を付けないこと。
( 「省略」に該当するgroupは０やブランク行を必要としない(入れてはいけない)。
( 「BLANK」に該当するgroupは０かブランク行を必要とする(入れなければならない)。
( 入力マニュアルの記載が曖昧であり理解できない時は、プログラムソースで入力部分を確認する。
1．ファイルの構成と利用方法

　1-1．ファイルの構成
  AC-UNSAFは実行ファイル(.exeファイル)を中心に以下のファイル構成からなる。

(1)AC-UNSAF2D

  ソースファイル(.for)と実行ファイル(.exe)をもつ。
  コンパイル時に中間ファイルに相当するいくつかのファイルができ(.objなど)、コンパイラーやその設定オプション毎に作成される中間ファイルは異なる。しかし、計算や修正に必要なファイルは中間ファイルには存在しないので、譲渡の際には(.for)と(.exe)の２ファイルに着目すれば良い。
  老婆心であるが、ソースファイルを修正しても、コンパイルし直して新しい実行ファイルを作らない限り、プログラムを修正したことにはならない。FORTRANコンパイラーの使い方については各自習得されたい。
  基本的に、UNSAF本体のコーディングはFORTRAN77仕様としてあり、コンパイラーや計算機に依存する特殊な命令を導入しない様に気を付けたつもりである(少なくとも、この前のバージョンは、PC,UNIX、汎用機、スパコンで何ら修正無しに稼動していた)。
  尚、アカデミックバージョンとなっているが、解析能力を削減したバージョンではなく、研究段階にある未確認な機能を取り除いたに過ぎない。
(2)データファイル(拡張子に依存しないテキストファイル、一般に.dat)

  解析モデルを入力マニュアルに促して数値情報に置き換えたのがデータファイルである。
  このファイルは市販のエディタやワープロを使って作成する。プリ(pre-)ソフトと称するデータ作成アプリケーションもあるが、当バージョンのUNSAFにはこれが開発されていないので各自でデータファイルは打込んで頂きたい。
  しかしながら、作成されたデータをみると、ある程度の規則性が確認されることから、表計算アプリケーションを用いてデータの一部を作成させることも可能である。この時、表計算アプリケーションとのファイルのやり取りを用意にするために、節点情報と要素情報の入力フォームにはフリーフォーマットも選べるようにしてある。
(3)印字フォームファイル(拡張子に依存しないテキストファイル、一般に.prn)

  近年は、コンソール(画面)上で計算結果を確認することが多くなったが、かつては結果はプリンターで印字することを前提にしていた。現在のUNSAFの出力ファイルはコンソール上で見ることが可能であるが、プリンターへの印字フォームで出力されている。
(4)WORK.LST

  UNSAFではいくつかのワークファイルを用いる。各ファイルは後に示すが、これらのファイル名を指定しているファイルがWORK.LSTファイルである。このファイルは、コンピュータ内ではカレントディレクトリーに存在することを前提にしてある。
(5)第1ワークファイル
  WORK.LST内の最初のファイルである。unformat仕様の読書きを受け付けるファイルである。各時間ステップの計算後に流量計算を行なうために、SUB.RESETでAマトリックスとBベクトルを書き込み、SUB.FIXQあるいはSUB.FIXQPCGで読み込まれる。
(6)第2ワークファイル
  WORK.LST内の二番目のファイルである。unformat仕様の読書きを受け付けるファイルである。非線形問題を扱う場合の収束性の確認のために、計算結果を随時保存するものである。
(7)第3ワークファイル
 WORK.LST内の三番目のファイルである。unformat仕様の読書きを受け付けるファイルである。非線形問題の収束が所定の繰り返し回数内で達することができなかった場合、一旦前の時間ステップに戻って時間増分を小さくして計算をやり直す。この為に、計算結果と節点条件を保存するために用いられる。
※：第1～3のファイルは、計算中には頻繁にアクセスがみられ、これにより計算時間(elapse-timeであって、CPU-timeではない)が増大する場合が有る。特に、ハード資源の乏しい計算環境ではこれに要する計算時間が実際の計算時間であるCPU-timeを大幅に上回ることがある。そこで、メモリー環境に余裕が有るならメモリー上にワーク領域を確保することができる。UNSAFではINCOR(E-group)によって、ファイルかメモリーかの選択ができる。
(8)第4ワークファイル
  WORK.LST内の4番目のファイルである。unformat仕様の読書きを受け付けるファイルである。計算ステップ毎の計算結果を保存するものである。このファイルは以下のように用いられる。①再計算用の水頭分布データの採集、②付属のグラフィックアプリケーション(PCGRPP)のデータファイル、 ③他のグラフィックなどのアプリケーション用のデータファイル変換アプリケーションのデータ(今回、TECPLOT,FEMAP,MicroAVS,iGPOSTに対応した変換プログラムを添付した)。
(9) TRANS

  ソースファイルと実行ファイルをもつUNSAF用の計算結果ファイルの変換アプリケーションである。ここでは、再計算用節点情報の作成と所定のグラフィックアプリケーション(TECPLOT,FEMAP,MicroAVS,iGPOST)用のフォーマット変換ができる。
これらのファイル群の関係は以下の図に示すようである。

また、｢INTERP　DATA｣を選択することで、入力した座標値の位置での水位を出力することが出来る。
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入力データ作成および再計算データの作成について

  プログラムUNSAFでは専用のプリプロセッサ－(入力支援プログラム)は用意されていないが、以下のツールを用いることで入力量を減らすことができる。

● 要素構成情報の自動生成

   G-groupでは自動生成による要素構成入力量を縮約できる。ここでは以下のルールによる。要素番号をとばして入力すると、次に入力された要素番号の一つ前まで、

    要素番号、各構成節点番号：前要素情報＋１

    材質番号、異方性の偏向角：前要素情報と同じ

   ただし、最終番号要素構成情報は必ず入力する。

● 節点情報の自動生成

   V-groupでは自動生成による節点情報入力量を宿約できる。ここでは以下のルールによる。節点番号をとばして入力すると、次に入力された節点情報間では

    節点番号：前節点情報＋１

    KODE,Q：前節点情報と同じ

    X、Y、P1：入力のあった節点間で等分割生成

● 他のアップリケーションからの入力

   メッシュジェネレーターソフトや表計算ソフトで節点や要素構成を作製してこれを入力データとして用いる場合、一旦テキスト形式のfileに変換して、これを入力データfileに取り込むことが考えられます。

  この時、UNSAFの入力ではFORMATを指定していますが、カンマ(､)区切りのfree-FORMATを指定することで(E-group IRELM,IRNDE=1)、入力の汎用性を増しています。

● 再計算データーの作成

  経時変化する現地の状況毎に条件を変更した問題を扱う場合があります。例えば、掘削問題で掘進状況に対応した対策検討など。

  この時、それまでの経時変化計算結果を初期条件として条件変更後の解析を扱えばよい。

  これに対応するために、計算結果file変換ツールTRANSを用いて、再計算用初期データfileを作製します。ここで、作製されるfileはV-groupの節点情報のみである。ここで、作製された節点情報を最初のデータのそれと入れ替え、さらに所定の条件変更を追加すればよい。

　1-2．AC-UNSAF2Dの使い方 

（1）提供CD-ROM内ファイル内訳
  以下のファイルが最低限含まれていることを確認されたい。
  AC-UNSAF2D.FOR
：academic UNSAF2Dフォートランソース
  AC-UNSAF2D.EXE
：    〃              WIN/95実行モジュール
  GRAPH2D.FOR
：UNSAF2D用結果取り出しプログラムソース
  GRAPH2D.EXE
：    〃              WIN実行モジュール
  TRANS.FOR

： UNSAF2D用出力変換フォートランソース
  TRANS.EXE

：    〃              WIN実行モジュール
  WORK.LST

：UNSAF2D実行時のファイル設定ファイル
  DEMO.DAT

：デモ用データファイル
（2）インストール
  利用者の使い勝手の良い様にFDからハードディスクなどへコピーする。
プロテクトなどは掛けていないので、通常のファイルコピーで可能である。

（3）実行
  実行時に必要なファイルは以下のものである。
  AC-UNSAF2D.EXE
：    〃              WIN実行モジュール
  GRAPH2D.EXE
：    〃              WIN実行モジュール
  TRANS.EXE

：    〃              WIN実行モジュール
  WORK.LST

：UNSAF2D実行時のファイル設定ファイル
  UNSAF用データファイル

　GRAPH2D用データファイル
 注意する点は、カレントディレクトリーにWORK.LSTファイルが存在すること。
 また、実行時に作成されるファイルは以下のものであり、既に存在している場合には上書き、あるいは二重設定となりファイル名の変更や既存ファイルの消去が要求される。
  AC-UNSAF2D.EXE実行時には以下のファイルが作成される。
      ① 出力ファイル（実行時に対話形式で指定）
      ②WORK.LSTファイル内で設定されるファイル
  GRAPH2D.EXE実行時には以下のファイルが作成される。

      ① 出力ファイル（入力データによって出力される）
      HTIME.CSV　全水頭を取り出した結果

PTIME.CSV　圧力水頭を取り出した結果

      QTIME.CSV　流量を取り出した結果

      VDTIME.CSV　流速を取り出した結果

  TRANS.EXE実行時には以下のファイルが作成される。
      ① 出力ファイル（実行時に対話形式で指定）
2．入力フォーム
	Group
	Columns
	Form
	Symbol
	Description

	A
	1-80
	A4
	HED
	問題のHead Title

	B
	1- 5
	I5
	NUMNP
	節点総数

	
	6-10
	I5
	NUMEL
	要素総数

	
	11-15
	I5
	KAT
	0：二次元平面場
1：軸対称場
2：二次元断面場
3：軸対称場(揚水問題)

	
	16-20
	I5
	KCON
	0：不圧問題
1：被圧問題
or

0：非線形問題(不飽和､浸出面､降雨、揚水

             などを扱う場合)

1：線形問題

	
	21-25
	I5
	NUMMAT
	材質総数((99)

	
	26-30
	I5
	INIT
	※V-groupの水頭P1の入力タイプの指定

0：圧力水頭(ψ)を初期値入力
1：全水頭(ψ+z)を     〃

	
	31-35
	I5
	KTYPE
	[θ-Kr]関係式入力形式

-1：不飽和特性を入力しない
0：実験値入力
1：Kr=Sen式(Irmay型)

2：Kr=exp(n(Se-1))式(Hillel型)

	
	36-40
	I5
	MAXIT
	各時間ステップの最大繰り返し計算数
[推奨値：10]

	
	41-45
	I5
	INTEG
	時間積分法
1：後退差分
2：中央差分
[推奨値：1]

	
	46-50
	I5
	NSEEP
	初期定常(NTYPE=0,1 ＠E-group)：
                   初期定常時の浸出面総数
非定常のみ(NTYPE=-1)：浸出面総数
浸出面がない時：BLANK

降雨浸透問題(NUMEP(1 @D-group)：BLANK

  (降雨問題と同時には扱えない)

	
	51-55
	I5
	MAXS
	NSP @H-groupの最大数

	
	56-60
	I5
	NBOUN
	経時的に水頭が変化する境界条件数

	
	61-65
	I5
	MNBN
	NBN @L-groupの最大数

	
	66-70
	I5
	MIHT
	NIHT @M-groupの最大数


	Group
	Columns
	Form
	Symbol
	Description

	C
	1-5
	I5
	NBW
	井戸底部にある節点総数

	
	6-10
	I5
	NPB
	井戸底部コーナー部にある節点番号

	
	11-15
	I5
	NPT
	井戸天端部にある節点番号

	
	16-20
	I5
	NEP
	井戸内壁面の節点総数

	
	21-25
	I5
	LW
	井戸内初期水位節点番号

	
	
	
	
	· KAT(3なら、C-groupはBLANK
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	D
	1-5
	I5
	NUMEP
	降雨を受ける地表面節点総数

	
	6-10
	I5
	ITQ
	降雨強度と時間の関係数(ITQ(2)

	
	
	
	
	※降雨浸透を扱わないなら、D-groupはBLANK※ITQ=1は設定できない

	
	11-15
	I5
	NBNQ
	経時的に流量が変化する境界条件数

	
	16-20
	I5
	MNBQ
	NBQ @NQL-groupの最大数

	
	21-25
	I5
	MIQT
	NIQT @NQM-groupの最大数

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


	Group
	Columns
	Form
	Symbol
	Description

	E
	1-5
	I5
	NCUL
	収束計算未収束時のΔt分割(1/2)回数制限
[推奨値：３]

	
	6-10
	I5
	NT
	指定出力計算時間の総数
(=0：定常計算結果のみ出力)

	
	11-15
	I5
	MAXITO
	定常解析における収束計算最大繰り返し数
[推奨値：２０]

	
	16-20
	I5
	NTYPE
	=－1：非定常問題のみ
= 1：定常問題のみ

   = 0：初期定常→(条件変更)→非定常計算

  このoption(=0)は用いず file変換TRANSで  

  条件変更file作成を推薦

	
	21-25
	I5
	NSEEP1
	NTYPE(0での浸出面数
NTYPE=-1ではBLANK

	
	26-30
	I5
	MAX1
	NTYPE(0での浸出面上節点(NSP(I))最大数
NTYPE=-1ではBLANK

	
	31-35
	I5
	IVFLAG
	=0：流速ベクトル未出力
=1：     〃      出力

	
	36-40
	I5
	MESH
	=0：計算実行
=1：メッシュデータ読み取り後、終了

	
	41-45
	I5
	INCOR
	計算過程の一時保存データの扱い
=0：中間ファイル作成
=1：内部メモリー使用

	
	46-50
	I5
	JMES
	=0：三角形要素
(ACバージョンでは、三角形要素のみ)

          =1：アイソパラメトリック要素
          =2：アイソパラメトリック影響要素

	
	51-55
	I5
	IRELM
	=0：要素情報groupGは定型フォーマット
=1：        〃         フリーフォーマット

	
	56-60
	I5
	IRNDE
	=0：節点情報groupVは定型フォーマット
=1：        〃         フリーフォーマット

	
	61-65
	I5
	NSOLV
	=0：ガウスの消去法
=1：PCG法

	
	66-70
	I5
	NDSPL
	=0：コンソール画面に逐次出力する
=1：コンソール画面出力なし


	Group
	Columns
	Form
	Symbol
	Description

	F
	1-5
	I5
	NUMK(1)
	材料番号1の[θ-Kr]関係数

	
	6-10
	I5
	NUMP(1)
	   〃    1の[θ-ψ]関係数

	
	11-15
	I5
	NUMK(2)
	材料番号2の[θ-Kr]関係数

	
	16-20
	
	NUMP(2)
	   〃    2の[θ-ψ]関係数

	
	
	
	(
	

	
	
	
	(
	

	
	
	
	NUMK

(NUMMAT)
	NUMMAT番まで入力

	
	
	(14I5)
	NUMP

(NUMMAT)
	NUMMAT番まで入力

	
	
	
	
	※KTYPE=－1 @B-groupなら、F-groupは省略


	Group
	Columns
	Form
	Symbol
	Description

	G
	1-5
	I5
	NUM
	要素番号

	
	6-10
	I5
	KX(NUM,1)
	要素NUMのｉ番節点番号

	
	11-15
	I5
	KX(NUM,2)
	      〃    ｊ     〃

	
	16-20
	I5
	KX(NUM,3)
	      〃    ｋ     〃

	
	21-25
	I5
	KX(NUM,4)
	      〃    ｌ     〃

	
	26-30
	I5
	KX(NUM,5)
	要素NUMの材質番号
(0：不透水要素扱い

	
	31-40
	F10.0
	SANG(NUM)
	要素NUMの主透水方向のx軸のなす角(°)

[通常、SANG(NUM)=0]

※NRELM@E-group

         =0 なら、column指定

         =1 なら、カンマ(,)区切りかスペース

                  区切り
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	Group
	Columns
	Form
	Symbol
	Description

	H
	1-5
	I5
	NSP(1)
	浸出面１番のもつ節点総数

	H’
	1-5
	I5
	NP(1,1)
	浸出面1番を構成する１番の節点

	
	6-10
	I5
	NP(1,2)
	浸出面1番を構成する2番の節点

	
	
	(14I5)
	･
	

	H
	1-5
	I5
	NSP(1)
	浸出面2番のもつ節点総数

	H’
	1-5
	I5
	NP(2,1)
	浸出面2番を構成する１番の節点

	
	6-10
	I5
	NP(2,2)
	浸出面2番を構成する2番の節点

	
	
	(14I5)
	・
	

	
	
	
	
	※H,H’は浸出面毎に１セットとし、NSEEP分入力
· NSEEP=0@B-groupなら、H,H’-groupは省略
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	Group
	Columns
	Form
	Symbol
	Description

	I
	1-10
	E10.3
	EI
	降雨強度の最大値(+I)

	
	11-20
	E10.3
	PL
	air-entry値(侵入最小水圧力水頭ψ)



	
	
	
	
	※NUMEP=0@D-groupなら、I-groupは省略

	J
	1-5
	I5
	NSIC(1)
	降雨考慮表面の1番目節点番号
(x軸増加方向の並び順)

	
	6-10
	I5
	NSIC(2)
	降雨考慮表面の2番目節点番号

	
	
	
	・
	

	
	
	(14I5)
	NSIC

(NUMEP)
	NUMEPまで入力
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(注)降雨条件適用時には節点間隔をできるだけ小さくする。

※NUMEP=0 @D-groupなら、J-groupは省略

	
	
	
	
	


	Group
	Columns
	Form
	Symbol
	Description

	K
	1-10
	F10.0
	XQ(1)
	経時変化降雨強度関係の1番目の時間ｔ

	
	11-20
	F10.0
	YQ(1)
	        〃          の1番目の強度I

	
	21-30
	F10.0
	XQ(2)
	        〃          の2番目の時間t

	
	31-40
	F10.0
	YQ(2)
	        〃          の2番目の強度I

	
	
	(6F10.0)
	・
	

	
	
	
	XQ(ITQ)
	ITQ番まで入力

	
	
	
	YQ(ITQ)
	ITQ番まで入力

	
	
	
	
	· ITQ=0 @D-groupなら、K-groupは省略

· R-groupも参照の事


[image: image6.wmf]時間

t

XQ

YQ

降雨強度




	Group
	Columns
	Form
	Symbol
	Description

	L
	1-5
	I5
	NBN(1)
	水頭経時変化境界1番をなす節点総数

	L’
	1-5
	I5
	NBOU(1,1)
	        〃          の1番目の節点番号

	
	6-10
	I5
	NBOU(1,2)
	        〃          の2番目の節点番号

	
	
	
	・
	

	
	
	(14I5)
	NBOU

(1､NBN(1))
	 NBN(1)番まで入力

	L
	1-5
	I5
	NBN(2)
	水頭経時変化境界2番をなす節点総数

	L’
	1-5
	I5
	NBOU(2,1)
	        〃          の1番目の節点番号

	
	6-10
	I5
	NBOU(2,2)
	        〃          の2番目の節点番号

	
	
	
	
	

	
	
	(14I5)
	NBOU

(2､NBN(2))
	NBN(２)番まで入力

	
	
	
	
	※NBOUN=0@B-groupなら、L,L’groupは省略
※L,L’はNBOUN数必要

	M
	1-5
	I5
	NIHT(1)
	水頭経時変化境界1番の時間-水頭関係数

	
	6-10
	I5
	NIHT(2)
	       〃       2番の時間-水頭関係数

	
	
	
	・
	

	
	
	(14I5)
	NIHT

(NBOUN)
	    〃       NBOUN番の時間-水頭関係数

	
	
	
	
	※NIHT(i)(2とする
※NBOUN=0 @B-groupなら、M-groupは省略

	N
	1-10
	F10.0
	XT(1,M)
	水頭経時変化条件のM番境界の1番目の時間

	
	11-20
	F10.0
	YT(1,M)
	               〃            1番目の全水頭

	
	21-30
	F10.0
	XT(2,M)
	水頭経時変化条件のM番境界の1番目の時間

	
	31-40
	F10.0
	YT(2,M)
	               〃            1番目の全水頭

	
	
	
	
	

	
	
	(6F10.0)
	
	M=NBOUNまで入力
· NBOUN=0 @B-groupなら、N-groupは省略

· R-groupも参照の事
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	Group
	Columns
	Form
	Symbol
	Description

	NQL
	1-5
	I5
	NBQ(1)
	流量経時変化境界1番をなす節点総数

	NL’
	1-5
	I5
	NBOUQ(1,1)
	        〃          の1番目の節点番号

	
	6-10
	I5
	NBOUQ(1,2)
	        〃          の2番目の節点番号

	
	
	
	・
	

	
	
	(14I5)
	NBOUQ
(1､NBQ(1))
	 NBQ(1)番まで入力

	NQL
	1-5
	I5
	NBQ(2)
	流量経時変化境界2番をなす節点総数

	NQL’
	1-5
	I5
	NBOUQ(2,1)
	        〃          の1番目の節点番号

	
	6-10
	I5
	NBOUQ(2,2)
	        〃          の2番目の節点番号

	
	
	
	
	

	
	
	(14I5)
	NBOUQ
(2､NBQ(2))
	NBQ(２)番まで入力

	
	
	
	
	※NBNQ=0@D-groupなら、NQL,NQL’groupは省略
※NQL,NQL’はNBNQ数必要

	NQM
	1-5
	I5
	NIQT(1)
	流量経時変化境界1番の時間-流量関係数

	
	6-10
	I5
	NIQT(2)
	       〃       2番の時間-流量関係数

	
	
	
	・
	

	
	
	(14I5)
	NIQT

(NBOUNQ)
	    〃       NBNQ番の時間-流量関係数

	
	
	
	
	※NIQT(i)(2とする
※NBNQ=0 @D-groupなら、NQM-groupは省略

	NQN
	1-10
	F10.0
	XTQT(1,M)
	流量経時変化条件のM番境界の1番目の時間

	
	11-20
	F10.0
	YTQT(1,M)
	               〃            1番目の流量

	
	21-30
	F10.0
	XTQT(2,M)
	流量経時変化条件のM番境界の1番目の時間

	
	31-40
	F10.0
	YTQT(2,M)
	               〃            1番目の流量

	
	
	
	
	

	
	
	(6F10.0)
	
	M=NBNQまで入力
· NBNQ=0 @D-groupなら、NQN-groupは省略

· R-groupも参照の事
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	Group
	Columns
	Form
	Symbol
	Description

	O
	1-5
	I5
	NB(1)
	井戸底の１番目節点番号

	
	6-10
	I5
	NB(2)
	   〃    2番目節点番号

	
	
	
	・
	

	
	
	I5
	NB(NBW)
	   〃   NBW番目節点番号

	
	
	I5
	NE(1)
	井戸壁の１番目節点番号(NE(1)=NB(NBW))

	
	
	I5
	NE(2)
	   〃   2番目節点番号

	
	
	
	・
	

	
	
	I5
	NE(NEP)
	   〃   NEP番目節点番号

	
	
	(14I5)
	
	· NBW=0なら、O-groupは省略
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	Group
	Columns
	Form
	Symbol
	Description

	P
	1-10
	F10.0
	RW
	井戸(井戸内水位変動区間) 半径

	
	11-20
	F10.0
	RT
	揚水ポンプ配管半径

	
	21-30
	F10.0
	QT
	揚水流量(>0：揚水， <0：注水)

	
	31-40
	F10.0
	AL
	井戸内初期水高さ

	
	
	
	
	· NBW=0なら、P-groupは省略
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	Group
	Columns
	Form
	Symbol
	Description

	Q
	1-10
	F10.0
	DT
	初期時間増分Δt

	
	11-20
	F10.0
	DTMAX
	Δtの最大値(Δt(DTMAX)

	
	21-30
	F10.0
	DMUL
	時間増分増加率
  ΔtK+1=DMUL＊ΔtK
[推奨値：1.15~1.5]

	
	31-40
	F10.0
	TMAX
	計算の最終時間(t(TMAX)

	
	41-50
	F10.0
	TOL
	非線形解析の収束基準
(繰り返し計算値ψの差)

[推奨値：最小メッシュサイズの1/1000]

	
	51-60
	F10.0
	TSOLV
	PCG法の収束基準(ガウス法には関与しない)

[0.0の時､推奨値：10-8]

	
	61-65
	I5
	ITMAX
	PCG法の繰返し上限回数：

    NUMNPのITMAX倍で指定

[0.0の時､推奨値：5]

	R
	1-10
	F10.0
	TM(1)
	指定計算・出力時間の1番目

	
	11-20
	F10.0
	TM(2)
	        〃          2番目

	
	
	
	・
	

	
	
	
	TM(NT)
	        〃          NT番目

	
	
	(7F10.0)
	
	

	
	
	
	
	※NT=0なら、R-groupは省略

TM(1)=DT@Q-group

K,N-groupがある場合は、指定時間を合せる


	Group
	Columns
	Form
	Symbol
	Description

	S
	1-10
	F10.0
	C1(M)
	材質Mのx軸方向透水係数Kxx

	
	11-20
	F10.0
	C2(M)
	   〃    y軸方向透水係数Kyy

	
	21-30
	F10.0
	POR(M)
	   〃    有効間隙率ne =θs

	
	31-40
	F10.0
	SS(M)
	   〃    比貯留係数SS
[推奨値：(砂) 10-6(1/cm)]

	
	41-50
	F10.0
	THR(M)
	残留体積含水率θr[通常：0]

	
	51-60
	F10.0
	FAN(M)
	KTYPE=1､2で指定した推定式の係数ｎ

	
	
	
	
	※M=1～NUMMATまで入力


	Group
	Columns
	Form
	Symbol
	Description

	T
	1-10
	F10.0
	XK(1,M)
	材質Mのθ-Kr関係の1番目のθ

	
	11-20
	F10.0
	YK(1,M)
	       〃            1番目のKr

	
	21-30
	F10.0
	XK(2,M)
	       〃            2番目のθ

	
	31-40
	F10.0
	YK(2,M)
	       〃            2番目のKr

	
	
	(6F10.0)
	
	· KTYPE=0の場合のみ入力

  それ以外は省略

※：θが小さい方から順
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	Group
	Columns
	Form
	Symbol
	Description

	U
	1-10
	F10.0
	XP(1,M)
	材質Mのθ-|ψ|関係の1番目のθ

	
	11-20
	F10.0
	YP(1,M)
	       〃            1番目の|ψ|

	
	21-30
	F10.0
	XP(2,M)
	       〃            2番目のθ

	
	31-40
	F10.0
	YP(2,M)
	       〃            2番目の|ψ|

	
	
	(6F10.0)
	
	· KTYPE=-1up省略

· θの小さい方から順
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	Group
	Columns
	Form
	Symbol
	Description

	V
	1-5
	I5
	N
	節点番号

	
	6-10
	I5
	KODE(N)
	境界条件番号
 0 or BLANK：計算変量

 1：水位固定 or 変動水位条件入力点
 2：初期状態に浸出面上
-2：初期状態で不飽和であり、浸出面になり得
    る節点
 4：初期状態で浸出面上にある降雨(蒸発?)浸透条件節点
-4：初期状態に不飽和である降雨(蒸発?)浸透条件節点

	
	11-20
	F10.0
	X(N)
	x座標値(KAT=1,3ではｒ座標値)

	
	21-30
	F10.0
	Y(N)
	z座標値(KAT=0では、y座標値)

	
	31-40
	F10.0
	P1(N)
	INIT=0なら、初期圧力水頭値
INIT=1なら、初期全水頭値

	
	41-50
	F10.0
	Q(N)
	既知流量値(<0湧水、>0注入)

	
	
	
	
	※NRNDE=0なら、column指定
          =1なら、(､)区切りで指定なし


	Group
	Columns
	Form
	Symbol
	Description

	W
	
	
	
	NTYPE=0の時、非定常計算用変更条件の入力

	
	1-5
	I5
	NCHA
	変更節点総数

	
	6-10
	I5
	NSEEP
	非定常計算での浸出面総数

	
	
	
	
	※NTYPE=1,-1なら、W-groupは省略

	X
	
	
	
	NTYPE=0の時、非定常計算用変更条件の入力
 NSEEP@Ｗgroupに対応した浸出面節点情報

	
	1-5
	I5
	NSP(1)
	浸出面1番上の節点総数

	X’
	1-5
	I5
	NP(1,1)
	浸出面1番上の1番目の節点番号

	
	6-10
	I5
	NP(1,2)
	    〃        2番目の節点番号

	
	
	
	
	※NTYPE=1,-1あるいはNSEEP=0@Wgroupなら、W-groupは省略


	Y
	
	
	
	NTYPE=0の時、非定常計算用変更条件の入力
 NCHA@W-groupに対応した変更節点情報

	
	1-5
	I5
	N
	節点番号

	
	6-10
	I5
	KODE(N)
	境界条件(V-group参照)

	
	11-20
	E10.3
	P1(N)
	初期水水頭値(V-group参照)

	
	21-30
	E10.3
	Q(N)
	既知流量値(V-group参照)

	Z
	1-5
	I5
	NCHANG
	計算終了後の再計算の有無

=0 or BLANK：再計算しない

=1：再計算する

	Z1
	1-5
	I5
	NCHA
	節点情報(KODE,P,Q)のいずれかあるいは全てを変更する節点総数

	
	6-10
	I5
	NSEEP
	浸出面条件を変更する場合

=0：変更なし

=新しい進出面数

	Z2
	1-5
	I5
	NSP(I)
	新しい浸出面ｉ番に入る節点数

	Z3
	1-5
	I5
	NS(I,1)
	I番目浸出面の1番目の節点

	
	6-10
	I5
	NS(I,2)
	     〃       2番目の節点

	
	･
	･
	･
	

	
	76-80
	I5
	NS(I,16)
	     〃      16番目の節点

Z3-groupはNSPの数だけ入力

Z2,Z3-groupセットはNSEEP数入力

	Z4
	1-5
	I5
	N
	変更する節点の番号

	
	6-10
	I5
	KODE(N)
	変更する節点の条件番号(変更なくても入力)

	
	11-20
	E10.3
	P1(N)
	変更する節点の水頭(変更なくても入力)

B-groupのINITに従う

	
	21-31
	E10.3
	Q(N)
	変更する節点の流量(変更なくても入力)

Z4-groupはNCHA数入力

	ZA
	
	
	
	BLANK
数行BLANK行を入れておけばとまる
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